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地
方
最
低
賃
金
審
議
会
に

向
け
た
闘
い
を
支
え
よ
う

今
回
、
多
く
の
方
か
ら
最
低
賃

金
に
関
わ
る
報
告
、
意
見
を
受
け

た
。
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
意
見

陳
述
実
現
に
向
け
て
、
地
方
審
議

会
に
労
組
を
挙
げ
て
繰
り
返
し
強

く
働
き
か
け
て
き
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。
低
賃
金
労
働
者
の
意
見

陳
述
を
全
国
で
実
現
す
る
に
は
、

全
国
の
都
道
府
県
で
の
取
り
組
み

が
必
要
だ
。

中
央
で
の
全
労
連
や
最
賃
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
委
員
会
と
の
共
闘
は
三

年
が
経
過
し
、
新
聞
・
Ｔ
Ｖ
等
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
社
会
的

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
運
動
と
し
て
前

進
し
て
い
る
。
だ
が
中
央
だ
け
で

は
足
り
な
い
。

今
年
の
最
賃
は
、
三
九
道
府
県

で
目
安
か
ら
の
上
乗
せ
は
実
現
し

た
が
、
越
年
が
六
県
に
も
な
る
。

中
で
も
、
秋
田
、
群
馬
は
三
月
発

効
、
事
実
上
年
内
の
最
賃
引
上
げ

は
見
送
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
二

五
府
県
の
最
低
賃
金
が
年
間
試
算

で
国
の
目
安
を
下
回
る
結
果
と
な

っ
た
。

こ
の
現
象
は
今
年
が
初
め
て
で

あ
り
、
今
後
さ
ら
に
広
が
っ
て
い

く
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
十
月
発

効
を
守
ら
せ
る
取
り
組
み
の
必
要

性
に
つ
い
て
発
言
が
さ
れ
た
。
中

央
で
の
共
闘
を
さ
ら
に
充
実
・
発

展
さ
せ
た
上
で
、
発
効
時
期
を
判

断
す
る
各
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
全
国
規

模
で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

い
っ
そ
う
深
ま
る

差
別
排
外
主
義
の
中
で

参
議
院
選
挙
で
は
一
部
政
党
が

掲
げ
た
差
別
排
外
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
日
々
拡
大
し
、
自
民
党
も
「
違

法
外
国
人
ゼ
ロ
」
を
公
約
に
掲
げ

る
こ
と
で
外
国
人
排
斥
を
焚
き
つ

け
た
。
最
近
で
は
ア
フ
リ
カ
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
問
題
等
が
ネ
ッ
ト
や
マ

ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
自
民
党
総
裁
選
で
高
市
氏
が

「
奈
良
の
シ
カ
を
外
国
人
が
け
っ

て
い
る
」
と
い
う
根
拠
の
無
い
発

言
を
す
る
な
ど
各
候
補
が
外
国
人

排
斥
に
言
及
し
、
差
別
は
さ
ら
に

増
長
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
最
中

に
全
労
協
大
会
が
開
催
さ
れ
、
各

来
賓
か
ら
は
、
こ
ん
に
ち
の
事
態

が
「
政
治
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
訴
え
ら

れ
た
。

代
議
員
の
発
言
で
も
、「
外
国

人
優
遇
」
が
根
拠
の
な
い
デ
マ
で

あ
る
こ
と
が
訴
え
ら
れ
た
。
ま

た
、
低
賃
金
と
劣
悪
な
処
遇
に
苦

し
む
技
能
実
習
生
ら
を
支
え
る
取

り
組
み
が
報
告
さ
れ
た
。

技
能
実
習
生
は
、
日
本
各
地
の

都
市
、
農
漁
村
に
広
く
分
散
し
、

そ
の
多
く
は
低
賃
金
無
権
利
状
態

で
の
就
労
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

彼
ら
の
人
と
し
て
の
権
利
、
労
働

者
と
し
て
の
権
利
を
支
え
る
労
働

組
合
の
力
量
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

大
き
さ
が
問
わ
れ
る
。
全
労
協
の

持
つ
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ま
だ

ま
だ
弱
い
。
外
国
人
労
働
者
の
権

利
確
立
問
題
へ
の
関
わ
り
を
自
負

し
て
き
た
全
労
協
と
し
て
、
も
っ

と
力
を
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
。

組
合
員
減
少
の
現
実
か
ら

運
動
の
飛
躍
に
向
け
て

今
回
、
い
く
つ
か
の
労
組
か
ら

登
録
人
員
削
減
が
申
請
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
て
、
次
年
度
予
算
は
緊

縮
財
政
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
大
会
の
財
政
小
委
員
会
で

は
、
活
動
を
萎
縮
さ
せ
な
い
予
算

の
使
い
方
が
強
く
求
め
ら
れ
た
。

大
会
発
言
で
は
、
若
い
世
代
の

社
会
的
意
識
の
高
ま
り
に
比
し

て
、
そ
れ
を
受
け
止
め
る
活
動
家

が
不
足
し
て
い
る
と
い
っ
た
発

言
。
近
年
拡
大
す
る
ス
ポ
ッ
ト
ワ

ー
ク
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
求

め
る
発
言
な
ど
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
東
京
以
外
で
開
催
さ
れ
る
全

国
集
会
の
呼
び
か
け
も
あ
っ
た
。

全
国
組
織
と
し
て
の
機
能
が
十

分
に
発
揮
し
切
れ
て
い
な
い
。
現

状
を
冷
静
に
見
つ
め
つ
つ
、
本
部

業
務
の
効
率
化
や
強
化
、
そ
れ
を

裏
付
け
る
予
算
の
問
題
等
、
こ
れ

か
ら
一
年
間
、
常
任
幹
事
会
を
中

心
に
議
論
を
深
め
て
、
次
期
定
期

大
会
で
成
案
を
得
た
い
。

●

第
三
七
回
定
期
全
国
大
会
の
成
功
を
バ
ネ
に

全
労
協
運
動
の

全
国
津
々
浦
々
へ
の

浸
透
・
飛
躍
を

全
国
労
働
組
合
連
絡
協
議
会
議
長

渡
邉

洋

全
労
協
は
九
月
二
八
・
二
九
日
、
第
三
七
回
の
定
期
全
国
大
会
を

開
催
し
、
一
年
間
の
闘
う
方
針
を
確
立
し
た
。

議
長
挨
拶
の
中
で
、「
登
録
人
員
減
少
を
踏
ま
え
た
運
動
の
展
望
」

に
つ
い
て
触
れ
た
。
一
方
、
各
代
議
員
の
発
言
で
は
、
最
低
賃
金
や

均
等
待
遇
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
の
闘
い
の
状
況
が
報

告
さ
れ
、
全
労
協
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
た
。
差
別
排
外
主
義
と
の
闘
い
に
つ
い
て
も
、
特
に

来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
発
言
を
頂
い
た
。

集
め
ら
れ
た
発
言
の
熱
気
を
運
動
の
飛
躍
に
結
び
つ
け
た
い
。
引

き
続
き
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
奮
闘
を
お
願
い
し
た
い
。

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
問
題
を
発
端
に
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
解
体

デ
モ
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
前
で
は
「
税
金

は
日
本
人
の
た
め
に
使
え
」「
移

民
を
増
や
す
な
」
の
文
字
が
溢
れ

構
想
は
撤
回
▼
途
上
国
援
助
の
中

に
は
独
裁
政
権
延
命
に
の
み
貢
献

し
民
生
に
届
か
ぬ
も
の
も
。
だ
か

ら
批
判
は
あ
っ
て
当
然
。
が
「
外

国
な
ん
て
関
係
な
い
」
と
い
う
単

純
化
と
全
否
定
は
国
際
協
調
・
協

力
の
立
ち
位
置
を
見
失
う
だ
け
。

二
〇
二
五
年
度
の
地
域
別
最
低

賃
金
改
定
の
答
申
が
九
月
五
日
、

す
べ
て
の
都
道
府
県
で
出
揃
っ

た
。
全
国
加
重
平
均
は
時
給
六
六

円
（
六
・
三
％
）
引
き
上
げ
で
一

一
二
一
円
。
昨
年
度
の
時
給
五
一

円
（
五
・
一
％
）
引
上
げ
、
一
〇

五
五
円
を
上
回
り
、
過
去
最
高
と

な
っ
た
。
答
申
さ
れ
た
改
定
額

は
、
地
方
審
議
会
で
労
使
か
ら
の

異
議
申
出
に
関
す
る
手
続
き
を
経

て
、
地
方
労
働
局
長
の
決
定
に
よ

り
、
順
次
発
効
さ
る
。
そ
し
て
、

す
べ
て
の
都
道
府
県
で
は
じ
め
て

一
〇
〇
〇
円
を
超
え
た
。
一
昨
年

の
二
四
地
方
、
昨
年
の
二
七
地
方

を
大
き
く
上
回
る
三
九
地
方
（
八

三
％
）
で
、
中
央
最
低
賃
金
審
議

会
が
示
し
た
目
安
を
上
積
み
し

た
。
下
位
の
Ｃ
ラ
ン
ク
で
は
最
高

額
の
八
二
円
引
き
上
げ
た
熊
本
を

は
じ
め
、
十
三
地
方
す
べ
て
が
七

十
円
を
超
え
る
引
き
上
げ
と
な

り
、Ｂ
ラ
ン
ク
で
も
静
岡
、滋
賀
、

長
野
を
除
く
二
五
地
方
で
目
安
へ

の
上
積
み
が
行
わ
れ
た
。

昨
年
度
の
地
方
審
議
会
の
答
申

は
八
四
円
引
き
上
げ
た
徳
島
の
八

月
二
十
九
日
が
最
後
だ
っ
た
が
、

今
年
度
は
Ｃ
ラ
ン
ク
を
中
心
に
八

月
後
半
に
集
中
し
、
七
地
方
で
九

月
ま
で
ず
れ
込
ん
だ
。
中
央
審
議

会
の
審
議
の
遅
れ
や
引
き
上
げ
額

の
幅
を
め
ぐ
る
労
使
間
の
意
見
の

相
違
、
さ
ら
に
「
全
国
最
下
位
」

を
回
避
す
る
思
惑
な
ど
が
背
景
に

あ
る
。

地
域
別
最
賃
が
適
用
と
な
る
発

効
日
の
遅
れ
が
相
次
ぎ
、
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
最
下

位
で
八
十
円
引
き
上
げ
た
秋
田
は

来
年
三
月
三
十
一
日
発
効
と
な

り
、
群
馬
も
三
月
一
日
。
徳
島
、

福
島
、
大
分
、
熊
本
は
一
月
一
日

に
先
送
り
さ
れ
た
。
昨
年
度
は
前

述
し
た
徳
島
の
十
一
月
一
日
以

外
、
他
の
四
六
地
方
は
す
べ
て
十

月
中
だ
っ
た
。
今
年
度
は
十
月
発

効
が
二
十
地
方
に
と
ど
ま
っ
た
。

秋
田
で
は
全
国
最
低
の
九
五
一
円

が
半
年
間
据
え
置
か
れ
、
一
年
間

を
均
し
て
の
引
き
上
げ
は
半
額
の

「
四
十
円
」
に
な
り
、
中
央
目
安

額
に
も
及
ば
な
い
。「
準
備
期
間

が
必
要
」
等
使
用
者
側
の
言
い
分

に
配
慮
し
た
公
益
委
員
の
対
応

は
、
最
賃
引
き
上
げ
の
効
果
を
損

失
さ
せ
、
結
果
と
し
て
「
支
払
い

能
力
論
」
に
押
し
切
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。

十
月
は
三
〇
〇
〇
品
目
及
ぶ

「
半
年
ぶ
り
の
値
上
げ
ラ
ッ
シ

ュ
」
と
な
り
、
物
価
高
騰
が
最
賃

近
傍
の
労
働
者
の
生
活
を
直
撃
す

る
。
最
賃
引
き
上
げ
の
目
的
と
意

義
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
発
効
日

の
大
幅
な
先
送
り
は
決
し
て
許
さ

れ
な
い
。

（
全
労
協
常
任
幹
事

中
村
知
明
）

地
域
別
最
低
賃
金
の
答
申
が
出
そ
ろ
う

過
去
最
高
の
引
き
上
げ
、

一
方
で
発
効
日
大
幅
遅
延
！

2025年度役員体制
第37回定期全国大会（2025年9月29日）

役職 氏名 選出労組 役職 氏名 選出労組

議長 渡邉 洋 都労連・全水道東京
水道労働組合 再任 常任幹事 中村知明 郵政産業労働者ユニオン 再任

副議長 岩元孝信 国鉄労働組合 再任 常任幹事 齋藤正和 全統一労働組合 再任

副議長 渡辺一彦 東京清掃労働組合 新任 常任幹事 大内忠雄 宮城全労協 再任

副議長 中原純子 全国一般全国協議会 新任 常任幹事 齊藤英男 東京全労協 再任

事務局長 関口広行 全統一労働組合 再任 常任幹事 小内秀高 神奈川県共闘 再任

事務局次長 久保 聡 全水道東京水道労働組合 再任 常任幹事 鈴木英夫 静岡県共闘 再任

常任幹事 平井 拓 東京都労働組合連合会 再任 常任幹事 藤原敏秀 京都地方労働組合総評議会 再任

常任幹事 瀧口良二 国鉄労働組合 再任 常任幹事 寺尾そのみ 大阪全労協 新任

常任幹事 坂部貴之 東京清掃労働組合 再任 常任幹事 池上文夫 広島県労協 再任

常任幹事 菅野 存 全国一般全国協議会 再任 会計監査 石川喜久 郵政産業労働者ユニオン 再任

常任幹事 望月吉春 全国一般全国協議会 新任 会計監査 渡辺 隆 全国一般全国協議会 再任
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